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「わたしのトルコ研究を振り返って」

永田　雄三

永田：ただいまご紹介いただきました永田でございます。「先達に聞く」ということでお誘いを頂
いたわけですが、先達という意味でしたら私も長い間やっておりますので、確かに皆さんより先達
なんですけれども、私の研究が果たして「知の」先達になるかどうかは自信がありませんが、「わ
たしのトルコ研究を振り返って」ということで、もちろん研究の内容もお話ししたいと思いますけ
れども、やはりわたしがずっと歩んできた道を時系列でたどっていくというようなかたちでお話し
したいと思います。
　こういうかたちで皆さんにお話するときに、自分は何だったんだろうかと考えてみましたら、や
はり人との出会いと、もう一つは時代との偶然な遭遇。この 2つに支えられて恐らく 40 年間やっ
てこられたというふうに思い至っております。そういう偶然がなければ、長い間研究をするという
か、研究ができる環境にいなかったのではないかと、そのように考えております。
　私は子どものときに勉強が大嫌いでした。だから、自分が大学に行くなんてことはまったく考え
なかったんですね。中学を卒業したら手に職を付けて、昔は、男の子はそう考えたんですね。親も
そう考えましたので。それで中学を卒業したら働こうと思っていたんですね。それは父が小さなゴ
ム工場の技師をやっていたこともありまして「手に職を付けなきゃ駄目だ」と散々言われました。
それでも、さすがに親が「いまどき高校だけは出てくれ」、「じゃ、高校だけ行こう」ということで、
それでは普通高校に行ってもしょうがないから、ということで都立北豊島工業高校の電気通信科、
現在で言えば IT関係ですね、そういうところに入りました。まだテレビが大衆化するちょっと前
ですね。このころ、ラジオ少年というような言葉がありました。秋葉原のラジオ少年、私は中学生
のとき典型的なそれで毎日ラジオを作っていました。工業高校ですから、同級生で大学に行く人間
なんて誰もいませんでしたし、私ももちろん行かなかったんです。ですから中堅の電気関係の機械
の会社に入りまして、自分のところの会社の機械を据え付けて修理したり改造したり集金までやり
ました。あのまま勤めていれば、高卒の中堅の技師ですね、ちょっとカッコ良く言えばエレクトロ
ニクス・エンジニアですね。それで一生終えてもまったく今と変わらなかったとは思いますけれど
も。ところがやはり人生、人との出会いですね。その工業高校の同級生の 1人が「大学って行って
みないか？」という話を持ちかけてきて、それで 2年勤めましたけれども 2年目は働きながら受験
勉強、初めて勉強というものをしました。それで、3年遅れで大学に入りました。ですからまず最
初に高校の同級生との出会いですね。

大学入学と三橋先生との出会い

　それからもう一つは、これは必ずしも偶然ではありませんけれども、そういうかたちでちょっと
遅れて大学に入りましたのが 1960 年です。これがまさに 60 年安保の年ですね。大学には東洋史、
それも中国古代史をやるつもりで入りました。ところが、千葉大学の文理学部（当時）の史学科は
ものすごく小さくて、東洋史の先生は 1人しかいないんですね。その先生が恩師三橋冨治男先生で
す。第二次世界大戦後の日本のイスラムあるいは中東研究でメジャーなのはアラブ研究、つまり石
油ですね。戦前は日本の軍部がいわゆる北進論といって、満蒙・シベリアへの進出をしていました
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から、むしろトルコ研究が主流だったんですね。日本のイスラム研究は私がちょうど生まれた頃か
ら始まったんです、1938 年、39 年、あの辺りから日本のイスラム研究が始まって、その最初のリー
ダーが大川周明ですね。トルコ研究に関しては回教圏研究所の所長であった大久保幸次です。とこ
ろが日本の国策が完全に失敗して敗戦しましたね。それで日本のイスラム研究は 1回ゼロになった
んですね。回教圏研究所の人たちがみんな戦後は専門を替えました。フランス史や中国史に転向し
た人もいます。その中でトルコ史をずっと戦後お一人で担ってこられたのが三橋冨治男先生です。
先生は最初、明治大学におられまして、それから千葉大学に移った後も長いこと明治大学で兼任講
師として教鞭を取られました。わたしは明治大学に関しては三橋先生の後任なんです。
　話を少し戻しまして、60 年安保ですね、大学に入って、1年生のガイダンスで先生を待っていた
ら、いきなり自治会の委員が来たんですね。当時の千葉大は「社青同」と言いましたけれども、「社
会主義青年同盟」ですね。60 年安保というのは非常に組織的にやっておりましたから、その委員
が来ていきなり「クラス委員を選べ」ですね。今度の安保のデモに 1年 A組が参加するかどうか
討議して決を取って、参加しろというわけなんですね。で、誰か委員がいないと困ると。みんなが
見わたしたら私が圧倒的におじさん顔をしておりましたので、クラス委員になって何月何日、千葉
大ですから総武線を止めるんですね。千葉の栄町に行ってデモをかける。そういうことでぼんやり
と大学に入って来たのがいきなり社会というものに目覚めました。
　その頃は、いわゆる戦後史学といって、いまでは批判されていますが、戦後の歴史学界は、戦前
の皇国史観の反動とも言えましょうか、いわゆるマルクス主義系の唯物史観が非常に盛んでした。
その一つの傾向がこれも現在は非常に批判されております大塚史学。大塚久雄先生の西洋経済史で
すね。イギリスを中心とした「発展段階論」。その頃日本の歴史学界では世界史には法則がある、
世界史というのはある基本法則で動くものであるということですね。具体的にいえば、いわゆる古
代奴隷制から中世封建制ですね。そして近代の資本主義社会。そして目指すところは社会主義、共
産主義という非常に明確な考え方がありました。私は社会主義者でもなんでもないんですけれども、
歴史学の方法論がそういうものでした。これは、マルクス経済学が一番底にありますから、経済史
が主流です。歴史学の場合は社会経済史といいました。ですから私も社会経済史なんですね。そう
してそういう脈絡で当時の中国史研究の中で、いわゆる 17 世紀中頃の明朝から清朝への移行期で
すね。あるいは、これは 16 世紀から始まるんですけれども、いわゆる大航海時代の始まりですね、
貨幣経済の発展、こういうものとも結びつく明末清初の中国社会の変容ですね。これが非常に話題
でした。最初は三橋先生お一人でしたけれども、私が 3年生のときに小山正明先生という東大出の
バリバリの秀才が助教授で赴任してきました。この先生は「明末清初の大土地所有」という論文を
史学雑誌に発表して大きな話題になっていました。小山先生の影響で、フィールドとしては、トル
コ史になりましたけれども、問題意識としては、いわゆる明末清初社会変容論に深くコミットして
おりました。
　それからもう一つは、やはり日本人ですからトルコをやるにしても日本史が気になるわけですね。
さすがにもう三国志からは卒業していまして、日本人としては明治維新変革に興味を持ちました。
その頃は戦前盛んに論議された日本資本主義論争の影響が残っていたように思います。つまり、明
治維新変革をどう規定するかという論争です。多分にマルクス主義的な考え方ですけれども、講座
派と労農派の大きな論争です。講座派が明治維新変革は絶対主義革命である。それに対して労農派
は、これはいわゆるブルジョア革命であって明治時代というのは資本主義社会であると言います。
こういう論争が日本の歴史学会に影響を残しておりました。学生というのはやはりそういう大きな
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問題に興味を持ちますよね。自分が専攻したトルコは、ほとんど勉強してませんでしたけれども、
そういうことにやはり興味を持っておりました。そうするとこれは、いわゆる明末清初の論争と結
びついてきます。そういう大学時代を過ごしましたから、卒論のテーマの選択で、最初はトルコ共
和国成立当初の「トルコ大国民議会」の議員の出自を明らかにしたい。それによってトルコ革命の
性格を明らかにしたい。「絶対主義革命だ」、「ブルジョワ革命だ」みたいなものがどこか頭の片隅
にあったんですね。われながら、非常に立派な構想を作りまして三橋先生に見ていただきました。
答えは簡単です。「いいねえ」、「だけど君、これどうやってやるの？」これではい、おしまいですね。
当時 1963 年ですから、まだトルコ語の文献なんてもちろんありませんし、トルコ語もほんの少し
しか知りませんでした。結局、ズィヤ・ギョカルプというトルコの民族主義思想家の論文の英訳（Ziya 

Gökalp, Turkish Nationalism and Western Civilization, London, 1959） と、のちに大変おせわになる三
木亘さんの論文「トルコ革命とイスラーム――ジヤ・ゲカルプの思想――」（『アラブのナショナリ
ズム』弘文堂、昭和 36 年所収）を下敷きにして卒論を書き、卒業しました。
　そういうかたちでいつの間にかトルコ史をやることになったのです。よく、「トルコ史なんて変
なことをなんでやっているの？」と聞かれたんですけれど、「変なこと」と言われたんですよ、昔は。
答えは、たまたま先生がそうだったというわけですね。そういうことで、トルコ史をやって高校の
先生になろうと思って、卒業する寸前に、私の記憶では千葉県の佐倉の女子高校に就職が決まって
おりました。ところがこれも人との出会いなんですけれども、東京教育大学（当時）の漢文を読ま
せたら日本一という中嶋敏先生が非常勤でわざわざ来ていただいていて、「永田君、東京で高校の
教員になるんなら大学院ぐらい行かなきゃ駄目だよ」といわれました。「ええっ？」とびっくり仰
天しまして、佐倉の高校に行って教頭先生に会いました。実は、これこれで「大学院に行こうと思っ
ていますんで、もし大学院に受かったら来ません、落っこちたら来ます」と言いました。「随分虫
のいいことを言うね」と言われました。

大学院時代

　結局、慶応義塾大学院に受かりまして、それで前嶋信次先生ですね、前嶋信次先生はもちろんご
存じのように『アラビアンナイト』の翻訳者ですし、アラブ史研究の大家です。先生の授業はアラ
ブの中央アジア征服史、ハミルトン・ギブの有名な、これを演習でやっていました。ギブの英語っ
て難しいんですね、いつも怒られていましたけれども。同時にわりと自由に勉強をやらせてくださ
いました。それで、月に 1回ぐらいは「みんなで発表しよう」ということになりました。私は当
時評判の良かった G. L. Lewisの Teach Yourself Turkish, The English Universities Press, 1959を使って、
ようやく少しトルコ語が読めるようになっていました。そこで、どうして手に入れたのか記憶があ
りませんが、Münir Aktepe, Patrona Halil İsyanıという本を少しずつ読んで発表していました。ミュ
ニル・アクテペ先生は、のちにイスタンブル大学に行って私が師事することになる先生です。『パ
トロナ・ハリルの反乱』というのは 1730 年に「チューリップ時代」を終わらせたイスタンブルの
騒乱ですね、反乱ではありません。単なる騒乱です。この本を読んでは前嶋先生の演習で発表して
いたんですね。「君はなんか反乱が好きだね」とか言われていました。そのときにこの本の脚注に
示されている訳の分からない記号がのちに私が通い詰めることになるイスタンブルの古文書局の古
文書の番号だったんですね。
　もう一つ、慶応大学では大学院で史学概論という授業があったのか、あるいは他校から来た学生
だから単位を取らされたのか、記憶にありませんが、いま、大学院にもなって史学概論があったら
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不思議なんですけれども、神山四郎というマルクス系の先生が担当しておられました。その授業の
レポートに、羽仁五郎ですね、もうご存じ無いかも知れませんが、その息子が羽仁進ですよね、映
画監督の。羽仁五郎の『明治維新――現代日本の起源』（岩波新書 1946 年）。これを読んでレポー
トを提出したんですね。これが、明治維新変革を実現したのは世間ではいわゆる坂本龍馬とか桂小
五郎とかそういう話になりますけれども、本当の意味で明治維新変革を推進したのは江戸時代後期
の生産力の発展にともなう社会変容なんですね。その中で、18 世紀以後、力を持ってきた豪農層、
そして豪商、いわゆる北前廻船とか、ああいうのですね。そういう経済の発展が封建的な徳川幕藩
体制を存続させなくなったという、そういう本だったと思います。それで、私は豪農に非常に興
味を持ちまして、これをレポートにしたんです。その頃、もう一つこれも偶然かも知れませんが、
Robert E. Ward & Dankwart A. Rustow の Political Modernization in Japan and Turkey, Princeton Univ. 

Press, 1964という本があります。これが当時日本の思想界を席巻した「テイクオフ（Take off）理
論」ですね。つまり停滞しているアジアがヨーロッパのインパクトを受けて初めて発展し始める。
もう、絵に描いたようないわゆる近代主義ですね。アジアというのは停滞社会なんだと。それに対
してヨーロッパのインパクトがなければアジアは変革できないんだということですね。そして、そ
のモデルとして成功したのが日本で、失敗したのがトルコですね。これを読みました。この本の日
本のいわゆる明治維新変革以前の序論のところ、イントロダクションのところですね。そこは日本
は加藤周一さんが書いているんですね。これは子どもながらも非常にいい出来だと思いました。ト
ルコのところはいまや世界のオスマン史研究の大ゴッドファーザーであるハリル・イナルジク（Halil 

İnalcık）先生ですね。いまでは親しくさせていただいておりますけれども、この先生が書いている
んです。まだ彼も若かったということもありますけれども、どうもいまひとつパッとしないんです
ね。つまり 16世紀ぐらいを中心としたオスマン朝の最盛期を支えた、古くは「トルコ封建制」など
とも言われていますティマール制という軍事封土制がありました。その主役がスィパーヒーですね。
これはスィパーヒーと農民の社会ですけれども、それが 17世紀以後だんだんディジェネレイトして
いっているんだという論旨なんですね。じゃ、それに変わってどうなったのだというところが非常
に不明確なんですね。しかし、そこが明確にわからないと、タンズィマート改革以来の近代史がわ
からない。ということで、日本の豪農、中国の郷紳に相当するトルコの地方名士アーヤーンの研究
を始めることになったのです。三橋先生がただひとり戦後トルコ史をやって、その弟子であるわた
しがいきなりイスタンブルでもケマル・アタテュルクでもない、アーヤーンなんですね。しかも地
方史ですね。つまり大塚史学流の社会経済史ですから、イスタンブルの研究なんてやってもしょう
がないわけですよね。でもそれ以後は、現在に至るまで日本でのトルコ史研究の主体はイスタンブ
ルを中心としています。どこでも大体そうですね。中国近現代史でも、悪く言えば北京を中心とした、
いわゆる清朝から中国共産党の出来上がっていくまでの北京の歴史みたいなものですから。
　修士課程の学生として黒田寿郎先生のアラビア語の授業に出ていました。たしか、学部の授業だっ
たと記憶しています。先生がある日「トルコ政府が奨学金を募集しているようだからちょっと見て
こいよ」と言われたんですね。見てきました、見に行ったら受かっちゃったんですね。

トルコへの留学

　私が留学したのは 1965 年、これは、実は第 2回目なんです。第 1回目は 64 年なんですね。その
ときに合格したのは最近トルコのノーベル文学賞作家オルハン・パムクの小説を翻訳したことで知
られている和久井路子さん。東大の言語学教室の出身です。ところが手続きが遅れて実際に行くの
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は私と一緒になったのです。でも、あの頃の日本はどうかと言うと、日本政府はアジア・アフリカ
への留学などということは頭の片隅にもありません。あの頃日本人が留学と言ったら欧米ですね。
日本人がトルコへ日本の政府の奨学金で留学できるようになったのは、私の記憶では 1979 年です。
その頃からようやく日本人が、いわゆる日本政府あるいは学術振興会の奨学金でトルコに留学する
ようになった。ですから、私も小山晧一郎さんも京都大学の小田壽典さん、それから鈴木董さん、
ヤマンラール水野美奈子さん、みんなトルコ政府の奨学金留学生です。当時のトルコはまだまだ貧
しい国で、鉛筆から消しゴムに至るまでトルコ製はないんです。トルコ製のビールというのが専売
でありましたけれども。売れる前から 3分の 1ぐらいはもう空気が抜けているビールでしたけど、
そういう国ですよね。そういう国が奨学金を出すというのは、考えてみればすごい。日本は確かに
経済大国かも知れないけれども、文化という面で見ればトルコのほうがずっと大国です。その国か
ら 4年間、私は奨学金をいただいたので感謝しておりますし、そういう意味もあって自分の研究で
オリジナルな史料に基づいた研究はまずトルコ語で書く。言ってみれば恩返しですけれども、それ
を日本語や英語で書いたんでは結局トルコの人には読んでもらえない。私のように、後で出てきま
すけれども、トルコ人の家系史をやっていたら、肝心なその人たちに読んでもらえない言語で書い
たって意味がないんですよね、私に言わせれば。ですから、オリジナルの研究はトルコ語で今も書
いております。その頃、1トルコリラは 40 円だったんですね。今から考えるとなにか恐ろしい差
ですけれども。しかし 1ドルは 360 円、奨学金が 800 リラ、日本円に直すと 3万 2,000 円なんですね。
これでイスタンブルで留学生活ができました。
　もう一つ、これがなかったらもう、わたしはどうなっていたか分からないと思うぐらい。やはり
護雅夫先生ですね、三橋先生、前嶋先生、そして 3番目に古代トルコ民族史の護雅夫先生との出会
いです。護先生には野尻湖のクリルタイで初めてお会いしました。中央アジアの研究者が中心になっ
て、毎年7月に長野県の野尻湖で合宿をやります。そのたしか第1回目に私は前嶋先生に連れて行っ
てもらいました。東大の護雅夫先生、明治大学の神田信夫先生、大阪大学の山田信夫先生、それか
ら日本大学の松村潤先生ですね、この 4人の方が主催してました。それで護先生に紹介してもらっ
たんですね。丸っこい朗らかな人でしてホッとしましたけれども。それで留学することになったと
きに先生にあいさつに行ったんです。そうしたら「じゃ、私が紹介状を書いてあげるよ」と言って
書いてくれたんですね。これが恐ろしいと言うか、ものすごい幸運な結果になります。私が留学し
てイスタンブルに和久井さんと一緒に行ったんですけれども、日本人の方でトルコ人と結婚してい
るイペッキ・ミチコさんという方が領事館にいまして、そこのお宅に 1週間ぐらい下宿が決まるま
で泊めていただきました。ムザッフェルさん、だんなさんが新聞に広告を出してくれたんですね。
そしたら次から次へとトルコ人から電話がかかってきて、その電話がみごとに、「私は昔日本にい
たので日本語ができるから、あの子どもたちの世話ができる」。そしたらムザッフェルさんが全部
断った。「この子たちはトルコ語を習いにきたのに、あんたに世話してもらったらトルコ語ができ
なくなるから駄目だ」というんですね。なぜ、日本語ができる人がそんなにいるかというと、戦前
のあの満蒙時代のタタールと呼ばれた人たちですよね、あの人たちがトルコに帰っているわけです
ね。そういうことで、結局美容師をやっている、とあるトルコ人の家庭に和久井さんと私が下宿し
ました。和久井さんは女性だから個室を与えられましたけれども、私は男の子だから大きなサロン
を半分カーテンで仕切って、そこの裏にベッドを置いてそこに寝かせられたんですね。ところがあ
の頃、多分イスタンブル中の日本人全員数えても 50 人いないんですね。2、30 人しかいない段階
ですから、珍しい。なんか、パンダかなんか見に来るように次から次へとお客さんがきて、テレビ
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もありませんから、毎晩、トルコ語の「ソフベット」ですね。つまり談笑してた。ですから 8カ月
毎晩 3時間も 4時間もトルコ人の人たちとしゃべりまくっていましたから、8カ月たってその家を
でるときにはペラペラになっちゃって。ところがそこの家庭が、当時イスタンブル大学のペルシア
語の先生であったタフスィン・ヤズジュ（Tahsin Yazıcı）先生の家のお向かいだったという恐るべ
き偶然があったのです。というのは、私が護先生に書いていただいた紹介状が実はタフスィン・ヤ
ズジュ先生宛なんですね。そしたらタフスィン先生が 800 リラじゃ苦しいから「じゃ、君、学生に
なれよ」と。学生になれば電車賃も映画館も何もかもみんな安いからというので推薦してくれて、
イスタンブル大学の大学院の試験を受けることになりました。私と和久井さん、最初は英語からト
ルコ語に翻訳してたんですね。そしたら係の人が「よく考えてみたら外国語から外国語に訳すのは
かわいそうだ。だから日本語に訳せばいいよ」。「しめた」。で、終わった頃になったら「日本語に
訳してもらったけど、よく考えたら採点できる人がいない」。というわけで 2人とも英文科の先生
のところにつれて行かれて、英語でカタコト（これは永田だけ）で何をやりたいかとかちょっとお
話して、それで合格。その頃、イスタンブル大学はマスターコースというのは無かったんですよね。
いきなりドクター。

　（永田：トルコ語で同席していた元イスタンブル大学教授、現キルギス共和国のマナス大学教授
イルハン・シャーヒンさんに）「当時は学部から直接ドクターコースに進めたんですよね。」
シャーヒン：私もそうでした。

永田：そうですね、マスターがないんですね、それでドクターコースに入ったのです。トルコ政府
の奨学金は 8カ月で終わりました。要するに授業をやっているのは 8カ月なんです、1年のうち。
8カ月で奨学金も延びなかったんです。そうしたらアンカラの大使館の塩尻彦一書記官が、それじゃ
困るだろうからと、私と和久井さんに 2人でアンカラに来て大使館で 1日交代で働きなさいと提案
してくれました。で、和久井さんがアンカラ行ったんですね。私は嫌だと。オスマン史をやるのに
アンカラじゃどうにもならない、やはりイスタンブルだというので、後は野となれ山となれと思っ
てお断りしました。そうしたら今度は、ミュニル・アクテペ先生が「それはかわいそうだ」と、イ
スタンブル大学のトルコ人学生と同じ奨学金（200 リラ減って 600 リラ）を、あとの 3年間確保し
てくださいました。そういうことで、かえすがえすもトルコの皆さんのおかげなんです。当時のイ
スタンブル大学は、さすがにオスマン史の大御所イスマイル・ハック・ウズンチャルシュル先生は
定年で退職していましたが、ゼキ・ヴェリディ・トガン（Zeki Velidi Togan）というバシキール（Başkurt）
出身の先生がいました。先生はレーニンと一緒になってロシア革命をやった人です。その後、ソビ
エト・ロシアの民族政策に反発して逆に白色革命に加わって、私の記憶では、最初はインドに亡命
して、そこからドイツに、最後にイスタンブルに来た先生ですから、トルコ系諸民族の独立運動の
リーダーなんですね。いわゆる満州浪人みたいなものすごい雰囲気を持った先生がいました。それ
からジャーヴィト・バイスン先生は、あと 20 年オスマン朝が続いたら最後の宮廷修史官になった
んじゃないかと、みんなが言っていたような先生ですね。それから、ミュニル・アクテベ先生です
ね。それからタイイブ・ギョクビルギン先生がオスマン朝の制度史をやっていて、この人の後任が
ミュバハト・キュテュクオール先生ですね、今活躍している。それからジェンギズ・オルホンル先
生は、イギリス留学でこの人だけが英語がしゃべれる。あとの先生たちはフランス語かドイツ語で
した。オルホンル先生は、17・18 世紀のオスマン朝の社会史ですが、その後早く亡くなりました。
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それからベキル・キュテュクオール先生。ミュバハト先生のだんなさんで 17 世紀のオスマン朝政
治史。こういう先生たちの演習に参加しました。私は留学生ですから、どの先生の授業にも自由に
出てましたから。ベキル先生はナイーマーの歴史をやってましたね。ジェンギズ・オルホンル先生
はなんだか文書を読んでいましたね。で、タイイブ・ギョクビルギン先生は、ものすごいおっかな
い先生で、文書のコピーを取らせて読ませても誰も読めないんですね。そうすると、先生みずから
パーッと黒板に書くんですけど。この先生の書いた文字の方がもっと読めないんですよ（笑）。ヒ
ゲを生やした男の学生が怒られて泣いたりしてましたけれども。だけど、授業が終わると本当に優
しい先生で、そういうのをトルコ語でババジャンと言うんですね、ババジャン。そういうふうにい
ろんな先生がいて、その授業も後ですごく役に立ったんです。17・18 世紀は、オルホンル先生やキュ
テュクオール先生が写本の授業をやるんですね。そして、例えばこの年代記の写本はここの図書館
の写本が一番いいんだというような話をしてましたから、全体を総括して見ると、いわば日本人の
留学生には非常にうってつけなんですね。私もトルコに留学する前の日まで慶応大学でも、千葉大
学でも一番一生懸命やっていたのは漢文なんです。その漢文史料から議論や実証をしていく。日本
人のいわゆる文献学的な素養がどこかに染み付いているんですね。学生時代一生懸命やっていまし
たから。ですからトルコに行っても、そういう、いわば文献学的な学風を知らず知らず、まったく
知らず知らずですよ、身に付いたんだろうと思いますね。それに対して欧米の学生はどちらかと言
うと理論から入るでしょう。特にアメリカなんかは publish or perishと言うぐらい、何か新しいこ
とを言わないとアメリカでは生きていけませんから、文書を丹念にやるなんてバカなことはやらな
い。格好いいことを言いたがるんですね。そういう学風ですからイスタンブル大学には合わない。

アーヤーン研究へ

　結局『ムフスィン・ザーデ・メフメト・パシャとアーヤーン職制度』（“Muhsinzâde Mehmet Paşa 

ve Ayanlık Müessesesi”）というのが私の博士論文なんですね。指導教官はジャーヴィト・バイスン
先生。ムフスィンザーデ・メフメト・パシャというのはトルコ人もほとんど名前を知りません。「お
前、はるばる日本から留学してきて、なんでこんなぱっとしない男のことやってんの？」と、メフ
メト・ゲンチ（Mehmet Genç）さんという、今ではトルコ経済史の世界的権威ですけれど、彼によ
く言われました。ところが私はこの人をやるわけじゃなくて、目的は後者の「アーヤーン職制度」
なんですね。このパシャは、エカチェリーナ 2世にこてんぱんにやられた、日本の高校の教科書で
は第一次露土戦争の後期のオスマン朝の総司令官です。この人は、そのころアナトリアとバルカン
の各地に広く勃興していたアーヤーンたちを、大宰相として、中央の統制下に掌握するための政策
を追求していた人です。しかし、戦争で敗北したために「敗軍の将は名を残さず」となったのです。
かれは、失意のうちにイスタンブルに戻る途中ブルガリアで亡くなります。バイスン先生には、メ
フメト・パシャ一人だけじゃ博論のテーマとしては小さいから、ムフスィン・ザーデ家を「やりな
さい」と言われたけれど、私は「嫌です」と言ったんですよ。トルコ人の学生が嫌だなんて言った
ら大変ですけれども、「私はアーヤーンをやりたい」と言ったわけですね。それで「アーヤーン職
制度」。一節ずつぐらい書いてはバイスン先生のところに持っていって見てもらうんですね。ある
とき私の文章を見てくださって家に帰る途中倒れて亡くなった。お葬式には私も行きました。それ
以後は、ミュニル・アクテペ先生にお世話になりました。そういうかたちで第一次露土戦争、1768
年から 74 年、この前後のアーヤーンたちに対する大宰相メフメト・パシャの政策をやったわけで
す。トルコの博論審査もこのように、皆さん見ているところで先生と向き合って、先生が適当にパッ
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と年代記を開いてですね、「はい、ここ読みなさい」と言うんですね。みなさんはおわかりでしょ
うが、オスマン語とかアラビア語は意味が分からなきゃ発音ができないでしょ？例えばムハンマド
というのはMとHとDしか書いてないんですよね。あれはもうムハンマドだって知らなきゃ読め
ない。他のも全部そうですから。パッと出されて読んだんですよ、私が。それはやはりベキル先生
やオルホンル先生やアクテペ先生に仕込まれている学生ですからね。終わって先生たちが控え室に
戻って、この学生の博論を受理しようかどうかと議論しているのが聞こえちゃうんですね。そした
ら誰かが「やあ、お前、博論はできているけれども日本でトルコ語なんてできる人間誰もいないから、
あの子日本に帰ったらトルコ語なんか忘れちゃうから、やらない方がいいよ」と言っている。そう
したら、アクテペ先生が一生懸命「いやいやいや、とにかく今できるんだから」ととりなしてくれ
て合格。

AA研へ

　「さあ、日本に帰ろう」と思ったときに困りました。当時日本には東洋文庫に護雅夫先生のご尽
力でトルコ語文献が集まり始めていたけれど、第一次史料として使えるような文献はほとんどない。
トルコ滞在中に日本に帰って何をしようかと思っているときに、私の記憶では、東洋文庫で日大の
松村潤先生がリーダーのプロジェクトがあり、当時のお金で 20 万円というお金を回していただい
た。そこで、授業で聞いた写本とか、イスタンブルの古本市場でももう買えなくなっているような
本などをマイクロ・フィルムで 2万コマ収集して東洋文庫に収めました。（「最近東洋文庫において
蒐集されたオスマン朝史関係の文献およびマイクロフィルム（1）・（2）」『東洋学報』2、3・4 号　
1970 ～ 71 年所収）ところが帰ってきたころからオスマン朝史研究の主流は文書研究になっていた
こともあって、実は私もあまり利用してないんですね。
　69 年の 5月に日本へ帰ってきまして、やはりこれも偶然ですね。その次の年、70 年に、東京外
国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所に「トルコ・ウラル部門」というのができたんです。私
は最初アジ研（アジア経済研究所［当時］）に行こうかと思って試験を受けようかなと思ってたら、
この間亡くなられた中岡三益先生が、「永田君、実はアジ研ではトルコを扱っていないんだ」と言
われて「ええっ？」とびっくりしました。それでしょうがないから学振の奨学金をもらって東洋文
庫の奨励研究員として護先生に受け入れていただいたんです。多分、東洋文庫の最初の西アジア史
関係の研究員ですね、ただし奨励研究員。AA研に就職が決まってから後はいわゆる研究員として、
現在の立場もそうです。その後、縁があって、AA研に入所しました。ですからものすごく運がい
いんですね。若い皆さんもご存じですけれども、日本でイスラム研究なんかやったら大変ですよね、
就職するのにね。やはりこれも運以外のなにものでもないし、護先生からタフスィン・ヤズジュ先
生への紹介状もそうですね。これももう人との出会いと偶然。そういうものに引っ張られてやって
きたと言ってもいいでしょう。
　AA研というところは、必ずしも歴史の研究所じゃなくて主体は言語学です。それから人類学で
すね、山口昌男、川田順造、中沢新一といった人たちがいました。それから、その他という感じで
歴史学。でも歴史学は板垣さん、すぐ東大に移っちゃいましたけれども。そして、代わりに来られ
たのが三木亘さんですね。それから岡田英弘さん、歴研の委員長をやっておられた中村平治さんが
いました。結局 24 年と 9カ月、そうした性格を持つAA研にいましたので、私はいわゆる歴史研
究者としては、文学部東洋史の教員というスタイルとはだいぶ違うんですね。やはり人類学の人た
ちとの付き合いが深かったから。同じ年に入った福井勝義君。若くして亡くなったのですが、京大
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出で、アフリカの人類学をやっている人でした。そういうAA研時代の最も重要な経験は、やは
り 74 年に三木亘さんを代表とする海外学術調査が始まったことです。三木亘さんは日本を代表す
る論客のお一人ですけれども、非常に楽しいし、ふところの深い人ですね。「永田さん、君はトル
コだけど、海外調査に行ってもちまちまとトルコだけ行って帰ってくることは許さん。全部見てこ
い。アラブもイランもマグリブも」と言うので、行く度に、といってもアラブが中心の調査でした
ので、2、3回しか行けませんでしたけれども、必ずイスタンブルからずっとアラブ諸国を回って、
最後はチュニジアからモロッコに出て、アトラス山脈をダーッと下ってパリに出て帰ってくるんで
すね。そういうことをやっておりましたけれども、これはのちにトルコを他の地域と比較するのに
大いに役立ちましたね。そういう意味で三木さんとの出会いは大きい。アラブが専門ですけれども、
好きなようにやらせてくれました。ただ、一番困ったのはオスマン朝のことをやるとなると、いく
ら海外学術調査でも文書館に行かざるを得ないんですね。当時、まだ「海外学術調査」という名前
のときは図書館や文書館で調査をやっちゃいけないんです。現地調査しか駄目なんです。とはいっ
ても、オスマン史をやるには古文書館に行かざるを得ないんです。当時イスタンブルの古文書館の
許可を取るのがものすごく大変だったですね。半年から 1年ぐらい前から許可申請をしておかない
と間に合わない。まず、東京のトルコ大使館に提出して、そこからトルコの外務省に申請書が送ら
れて、そこから内務省に行って、それから参謀本部にいくわけですよね。要するにクルド問題とか
いろんな問題がありますから、トルコの国家の安全にとっても大丈夫という保証がないと許可が出
ない。許可が出ないと今度は滞在許可を取得するのが大変。ですからイスタンブルの警察の第4課、
外人登録課には、Yuzo Nagataに関する分厚い書類があります。年がら年中あそこに呼ばれて、も
うそれとの格闘だったので。
　次に歴史調査と現地調査という話題に進もうと思います。歴史研究者として私は古文書局でアー
ヤーンに関する資料を探したんですね。しかし、西アナトリアのアーヤーンたちの研究ということ
で許可を取っているから西アナトリアに行って、あそこの現場はどうなんだろうということを調査
ではなくて観察しました。しかし、その前にイスタンブルでの欧米の研究者たちとの出会いについ
てお話したい。フランスの学者でジル・ヴァンスタン（Gille Veinstein）ですね。現在フランスのオ
スマン朝史研究を代表するひとりとなっています。彼と文書館でよく一緒にやっていたんですね。
そして、私がアーヤーンをやっていたら、彼もアーヤーンで、しかもカラオスマンオウル家をやろ
うとしている。私も最後はそこに行き着くんですけれど、2人で史料が「ないな、ないねえ」と悩
んでいました。で、どうしたかと言うと、ヴァンスタンは「じゃおれはフランスに帰って、フラン
スのアルシヴ・ナシオナルで当時イズミルに駐在していた領事報告を見る」と言ってフランスに帰っ
た。私はまさか帰るわけにいきません。それで、カラオスマンオウル家の本拠地であるマニサに行っ
たんです。もう一人、そのころ、ブルース・マックガヴァン（Bruce McGowan）もイスタンブルに
いました。彼も、今ではアメリカを代表する研究者の一人ですけれども、彼と 3人で話している時
に、「じゃあしょうがない、おれはマニサに行くよ」と言ったら、「えっ？こんな暑いのに、マニサ
なんてあんな嫌なところに行くの？」と彼らはびっくりして「それはアカデミック・サクリファイ
スだ」と叫んだ（笑）。
　私は前から気が付いていましたけれど、欧米の研究者はトルコを単なる研究の手段としてしか見
ていませんから、トルコ人とはあまり付き合わない。多くの人がトルコ人は嫌いだ。そういう経験
がありました。私はイスタンブルのガラタ橋をあるアメリカ人と 2人で歩いていてトプカプ宮殿の
方を見ながら、「いやー、やはりイスタンブルいいな」と言ったらその人が「これでトルコ人さえ
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いなければ」と言った。そういうのが欧米の研究者ですよ、これが本音ですよ。だからEUなんか
にトルコが入れるわけがない。
　そして、マニサに行きました。あそこはメフメト 2世もスレイマン大帝も王子の時代をマニサで
過ごした由緒のある町なんですね。ですからイスラムの法廷記録が400冊以上残っているんですね。
それはマニサの考古学博物館にきれいに整理して並んでいる、けれど誰も見てない。昔偉い人がい
て、ごちゃごちゃに投げ出されていたのを整理してくれたんですね。しかし、最初の私の調査は失
敗しました。若くて功を焦っていたんですね。文書を書き写している時間がないから写真に撮った
んです。写真といっても今のようなデジカメじゃないから、きれいに写っているかどうかは現像す
るまで分からないんですね。結局ピンボケで使い物にならなかった。それからはすべて必要なデー
タは手で書き取ってきました。ですから私はアラビア文字を書かせるとトルコ人よりうまいんです
よ。そういうわけで、部屋で一生懸命やっているわけですね。ところが、マニサの考古学博物館の
館員さんたちは何も仕事がないんですよ。彼らの仕事は何かと言うと、トルコの農村は古代の遺物
の宝庫ですから、それを盗みにくる連中が、しょっちゅう村に来るんですね。そしてそういう連中
が来ているという情報が考古学博物館に入ると車で取り返しに行くんですね、それが仕事なんです
ね。だからもう 3時をすぎると、お茶飲んで話をしているんですね、延々と。ところが、隣の部屋
で私が猛烈にやっていると、向こうも気になりますから、「お茶に来ない？」と誘われるわけです。
誘われたら最後 1時間半ぐらい付き合わなきゃいけませんから、最初 2、3 回ぐらいは断ったんで
すね。でもそれから、はたと考えました。やはりこういうことは良くないんじゃないか、良くない。
それで付き合うようになりました。そうすると、向こうはこの変な日本人が何をやっているか知り
たくて知りたくてしょうがないでしょ？　「お前何やっているんだよ」というから、「いや、カラオ
スマンオウル家のことををやっているんだ」と言ったら、「ええっ？　なあんだ、カラオスマンオ
ウル家なら、私の親類があのうちに嫁に行っているわよ」という話になって、もう次の日にカラオ
スマンオウル家の人から今晩お茶に来なさいとお誘いがあって。それからカラオスマンオウル家と
のお付き合いが始まって、いまでも続いています。ナーイル・カラオスマンオウルという人は若い
少壮の実業家なんですね。で、彼がこぼしてました。「おれ、嫌なんだよな、カラオスマンオウル
家は金持ちで有名だからバザールに行っても誰もまけてくれないんだよな」と言ってましたね。そ
ういうことでお付き合いになりましたけれど、ここは日本の豪農と違いますね。日本の豪農の家に
行けば、その家系に連なるたくさんの文書が出てきますが、トルコのアーヤーンは自家文書を何も
持っていない。私は千葉大ですから、千葉県の大原幽学という学者の研究を日本史の先生たちがやっ
てますから、それを手伝っていて、宗門人別改帳や検地帳を見たことがあります。そういう経験が
あります。話はちょっとそれますが、私は 16 世紀のティマール制の帳簿を「検地帳」と訳してい
ます。それは、16 世紀のオスマン朝のトルコ封建制と日本の幕藩体制の新田開発に伴って作成さ
れた、いわゆる検地帳ですよね。それと比較したいという意識があるからなんですけれども。
　話を元に戻すと、私はカラオスマンオウル家のために 1つだけ良いことしたことがあります。カ
ラオスマンオウル家の人たちはたくさん農場（チフトリキ）を持っています。あるとき誰かが「チ
フトリキを調べているんならアリー・ベイのチフトリキが近くにあるから来なさい」ということに
なって、恐ろしい犬のいるチフトリキを実際に見に行きました。そうしたら、「チフトリキの裏の
方にアラビア語で書いた大きな石が転がっているんだけれど、アラビア語知っているようだから
ちょっと見てくれない？」といわれました。今のトルコの人はアタテュルクの文字改革以来、アラ
ビア文字を見るとアラビア語と言うんですね。で、見たら、その農場の持ち主の先祖のハッジ・オ
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スマン・アガという人のお墓でした。イスラム社会は、どちらかというと家社会ではないですよね。
個人レベルのつながりが多いと思うんですね。だから自分の家系のことを何も知らない。結局この
墓石をトラックで運んで、マニサの考古学博物館に展示しました。このナーイルさんというのは、
最初に会った時、私がカラオスマンオウル家のことやっているといった時、「えっ、じゃ永田さん
はうちの家系がやった悪いことをみんな知っていますね」と言うんで私のほうがビックリしたんで
す。1960 年代のトルコでは、マルクス主義の著作、とくに「アジア的生産様式」論争があった時
代ですね。その時代に書かれた『地主制の起源』（Toprak Ağalığının Kökeni）という本があって、アー
ヤーンたちが徴税請負権を獲得するために、つまり徴税権を獲得して農民を搾取するために、いか
に悪い手を使っているかという文書だけを使って著したものです。ナーイルさんが読んで、この本
を私にくれた。私はそんなのはおかしいと思っています。むしろそうじゃないよということで、さっ
き江川さんが紹介してくれたような方向に逆に進んでいくんです。

アーヤーン研究における私の立場

　そこで、話題は「アーヤーン研究における私の立場」ですね。つまり、歴史研究と地域研究。現
場感覚に欠けるアーヤーン研究。こういった問題があります。それが、さっきの徴税請負権の資料
だけを集めてやるような研究ですね。話はそれますが、ティマール制についてもそうなんですね。
ティマール制を昔のことですが、「トルコ封建制」といった。それは、つまりヨーロッパ封建制と
比較するためだけにティマール制の研究をやる。だから肝心の農村が出てこないんですね。私は
『東洋学報』で「16 世紀トルコの農村社会――1531 年付サルハン県検地帳分析の試み――」とい
う論文を書いたことがありますけれど、このときに初めて農村社会まで入っていったんですね。そ
うして、それをヨーロッパ封建制と比較するんではなくて、あくまでもトルコの農村の実態、私は
アーヤーン研究ですからチフトリキというような大農場が出てくる以前の段階のマニサの農村社会
はどうなのかを知りたかった。それで気がついたら、そういう研究は、実はもしかしたら私が初め
てかも知れない。さきほど名前を挙げたフランスのヴァンスタンは、74 年にフランスに帰って 75
年にイズミルに駐在した領事の報告に依拠したカラオスマンオウル家に関する論文を発表した。私
は 74 年に集めた資料を、76 年に Some Documents on the Big Farms (Çiftliks) of the Notables in Western 

AnatoliaとしてAA研の出版物として発表しました。英語で書きましたから、これも国際的にはよ
く知られているんですね、たった 67 ページのお粗末なものですけれども。これは海外調査に行っ
て、帰ったら必ず報告を書くようにしていますので、3、4 週間で作った本です。ですからそれだ
けのものです。しかし、非常に具体的にチフトリキの内部に、どういう農具があって、土地がどの
ように利用されているかということが分かる資料ですから、今にいたるまで世界中で使われていま
す。これが国際的に見ても、ほとんど唯一のアーヤーンの土地所有に関する資料です。その後、私
はもっと詳しいデータを出しました。要するに、欧米では、誰もアーヤーンが自分の農地をどのよ
うに経営しているのかということには関心がない。だから、むしろ彼らは、アーヤーンとジェント
リを比較しようなんて言ったら喜ぶかも知れません。それは西洋封建制とティマール制、つまり「ト
ルコ封建制」とを比較しようとする感覚と同じですね。
　マニサのイスラム法廷文書はカラオスマンオウル家の資料の宝庫ですね、ものすごくたくさん見
つけました。そして、それを使ってもう一回考えた。ヴァンスタンと一緒に 2人で「ないね、ないね」
とイスタンブルで言っていたんですけれども、マニサのイスラム法廷文書である程度カラオスマン
オウル家に関するいろんな資料が集めて、そこからもう一回文書局の文書を探すと、直接ではなく
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ても、イスラム法廷文書をカバーするような、側面から支えるような資料が実はたくさんあるんで
す。これらについては、イスラム法廷文書のデータがないと気がつかないんですね。例えば「アー
ヤーンの富と力の基盤」は、ヴァンスタンやイナルジクのいうように、徴税請負権だけではない。
チフトリキ経営、つまり土地所有と、それらによって獲得した富をワクフの形で地域社会に還元す
るという複合的な基盤を持っています。これについては、江川さんが先ほど紹介してくれましたの
で、話題を歴史研究における現場感覚に進めましょう。最初に「伝統的なトルコの乾地農法」ですが、
トルコ、とくに中央アナトリアは 1年で 350㎜ぐらいの降雨量といわれますが、それが大体、灌漑
無しの小麦栽培の限界に近いぐらいといわれています。だけど、トルコの東部が昔は栽培小麦の起
源だという説もありますね。いまでも中央アナトリアの一番乾燥したコンヤのあたりがトルコの穀
物生産の宝庫で、第二次世界大戦後はトルーマン・ドクトリンとマーシャル・プランに基づいて、
荒廃したヨーロッパへの食料供給の基地と、ソ連の南下を防ぐ反共の基地というふうにトルコは位
置付けられたわけですね。そのような乾地農法という条件の中でのチフトリキ経営に私は注目した
わけですね。やはり私は日本人ですから、日本人というのは土地にべったり尻を付けた人間ですか
ら。ですから、チフトリキなんかを私は事細かに分析したんですね。そして、さきほど述べた資料
を出版した。イナルジク先生もヴァンスタンも、結局アーヤーンの土地所有に関しては私の 3週間
で作った小さな資料集に依拠せざるを得なかった。イナルジク先生は、そのデータに依拠したにも
かかわらず、最後はアーヤーンの富と力の基盤は徴税請負制度だというんですね。
　チフトリキの土地のなかにアラビア語ですけれども、「ハーリー」という言葉があります。これ
は「空っぽ」という意味ですよね、文書の中では、耕されていない土地は「ハーリー」と記述され
ています。そうするとイナルジク先生なんかも「ハーリー」というのは耕されていないんだから労
働力が足りないんだと言います。それもあります。間違いではありません。けれども、トルコの伝
統的な乾地農法というのは二圃制です。もちろん人類学者から見たら、いろいろ難しいことはある
でしょうけれど、ごく大ざっぱにいえば、1年耕したらばその畑は次の年は休耕地にしておく。要
するに地味を回復するために休ませている土地だから、労働力が足りないとすぐには言えない。足
りないことも事実だけれど、それだけではない。「ハーリー」のかなりの土地は休閑地ではないか。
トルコ語で言う「ナダス」。文書でもときどき「ナダス」という単語が出てくる。やはり現場を考
えると「ナダス」にしておく必要があるということですね。次にトルコ語でいう「アンガルヤ」、
つまり「無償労働」、ただ働きをさせるという問題があります。これもいろいろと傍証資料から考
えたんですけれども、農場経営をやっているときに地主、つまり、カラオスマンオウル家の人が直
接管理している畑（直営地）のほかに、一括して小作にポーンと貸し出している畑がたくさんあって、
こちらの方の面積がはるかに多いんですね。それに対して直営地の面積は少ないけれど、その収穫
物は全部地主のものですから、収入は大きい。小作に出した土地の小作料はものすごく安い。だか
ら、経営的にはほとんど意味がないのです。そうすると、また労働力がないから貸しているんだろ
うという話になるんですけれども。私はそこで考えた。いろいろな傍証資料から、その小作人は誰
かというとほとんどがギリシア人なんですね。史料では「ルーム」とか「レアーヤー」と記述され
ている。なぜギリシア人かと言うと、それは、私がかつてイスタンブルでやった博論の中で、露土
戦争のさなかの 1770 年にぺロポネソス半島でギリシア人の反乱が起きるんです。その反乱を鎮圧
したのがムフスィン・ザーデ・メフメット・パシャなんですね。その功によって、かれは大宰相に
なるんですけれども。このときに、この反乱を鎮圧した勢力は何かと言うと、ギリシア北部のアー
ヤーンたちです。ペロポネソス半島の反乱が飛び火したらギリシャ北部のアーヤーンたちは自分の
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ところが危ないですから、彼らはムフスィン・ザーデが反乱の鎮圧のために傭兵を引連れてペロポ
ネソス（当時はモレア）半島に駆けつけるよう要請した手紙に呼応してただちに駆けつけて反乱を
鎮圧します。つまり、アーヤーンが傭兵を使って反乱を鎮圧したわけです。ところが、鎮圧した後、
その傭兵が暴れちゃってどうしようもない。ムフスィン・ザーデは、「もう、自分の手には負えな
いから、早く別の土地に移転させてくれ」という手紙を書いているんですね。そうした状況に耐え
かねてギリシア人がドーッと西アナトリアに移住してくる。そしてその移住してきたギリシア人を
カラオスマンオウルをはじめとした西アナトリアのアーヤーンたちが、チフトリキの労働力として
受け入れている。それはヨーロッパ人の旅行記に出てきます。たとえば、エレーナ・フランガキ
ス・スィレット（Elena Frangakis-Syrett）のイズミル研究（The Commerce of Smyrna in the Eighteenth 

Century 1700–1820）にそういう記述が出てくるんですね。このギリシア人たちが安い小作料でもっ
て土地を貸してもらう。つまり生計を保証される。そして、そのお礼として、アーヤーンが直接管
理している畑で無償で働いているんだと考えました。そんなことは文書は直々語りませんから分か
らないんですけれど、状況証拠としか言えないかも知れませんけれども。それでもやはりそう考え
たい。つまり、それは「文書からストーリーを組み立てる面白さ」です。イスラムの法廷文書、総
理府（首相府）文書、ワクフ文書。それから当時のヨーロッパ人の旅行記です。ヨーロッパ人の旅
行記というのは視点がぜんぜん違うので、思いのほか役に立ちますね。ところが悲しいことに日本
には日本に直接関係するようなヨーロッパ人の旅行記は、たとえば東洋文庫にもたくさんあります
けれども、中東へのヨーロッパ人の旅行記の本なんて日本にほとんどないですね。そこで私はイス
タンブルのボスフォラス大学の図書館にものすごくたくさんある旅行記の関係するところだけを全
部コピーにとりました。ヨーロッパ人が当時のトルコを旅行すると、ホテルなんてない時代ですか
ら、彼らはアーヤーンの家に泊まるんです。日本だって昔は豪農の家とかですね。だから、こうい
うものをごちそうになったとか、馬術競技（ジリット）を見たとか、まったく違ったレベルの情報
が与えられる。そういうものを総合するとストーリーが組み立つんですね、ところが、「無償労働」
というと、これは後進性の象徴と理解される。ヨーロッパ人はこういうのを見ると「だから、東洋
は停滞しているんだ、遅れているんだ」という話になるわけですよ。でも、私はそうじゃないんだ
と。これは江川さんも私も研究したボスニアのアーヤーンと農民の関係でもそれに近いものがある。
現実の社会では条件によって、例えば小作料でも、3分の１の高いところから 9分の１の安い場合
まで地主と小作人の条件に応じていろいろあったんですね。明治維新の「地租改正」にも言えます
が、近代的な理念で複雑に組み立っていた現実の社会を画一化する。近代の問題というのは多分に
そこから出てきていると思うんですけれども。欧米の、理論から演繹的に研究をする人はそういう
ことに考えがおよばない。ましてや、かれらはトルコとかイスラムが嫌いなんだから。アメリカ人
は、アメリカン・インスティテュートに泊まっていて、そこからミニバスでウワーッと文書館に来
てペラペラペラと英語しゃべって、文書を見つければさーっと帰っちゃうわけですから。私は、そ
ういう態度はけしからんと思うわけです。
　私は、自分なりに研究した成果を現地の人たちに読んでもらうことは一番大事だろうというふう
に思っております。さっき、江川さんが紹介してくれました「比較名望家論」というのは、アー
ヤーンと豪農、郷紳、それからジェントリなどを比較する可能性があるのではないかと思っていま
す。お茶の水女子大学の岸本美緒さんは 17 世紀から 18 世紀にかけての、いわゆる中国社会に見ら
れた社会変動はイスラム社会やヨーロッパとも共通する側面があるのではないかと問題提起してい
るんです（『明清交替と江南社会――17 世紀中国の秩序問題』東京大学出版会）。東大の水島司さ
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んも南インドの社会史研究（『前近代南インドの社会構造と社会空間』東京大学出版会）で、この
ころのインドだけじゃなくて、オスマンやサファヴィーとも同じようなことが言えるんじゃないか
と言っているんですね。岸本さんは私の『前近代トルコの地方名士――カラオスマンオウル家の研
究』を比較名望家論という文脈で、一昨年の『歴史学研究』で紹介して下さっているんで参照して
ください。
　次に「現代中東社会論への歴史的アプローチとしてのアーヤーン研究」というアプローチがない
かなと思っています。現代中東論なんか見ていると、歴史的アプローチがあまりない。だからどち
らかというと、国際関係論とか時事解説的な本が多いように思えますね。アーヤーンというのはト
ルコの問題だけじゃなくて、バルカンもそうです。バルカンは社会主義体制が崩壊したいま、改め
てオスマン帝国支配の問題が浮上してきているし、また、アラブ地域のアーヤーン研究が最近出て
きているんですね。だからその脈絡から考えるとムハンマド・アリー朝を立てたムハンマド・アリー
ですね。かれは現在ギリシアのカヴァーラの出身で、アルバニア人じゃないかと言われていますね。
彼なんかもギリシアの商人の息子であると記述している当時の旅行記があります。ナポレオンがエ
ジプトを侵略するでしょう。アリーはあの後の混乱を鎮めるのに派遣されて、そしてエジプトの政
局を掌握してムハンマド・アリー朝をつくりますね。だから、彼なんかも、もしかしたらアーヤー
ン研究の一端に入るかも知れない。このムハンマド・アリー王朝というのは 1952 年にナセルのエ
ジプト革命で倒れるまで続くわけです。それから、私はシリアのダマスカスでアレッポのことを研
究したことがあります。それはアーヤーン研究ではなくて 16 世紀のユーフラテス水運のことです。
残念ながら亡くなられた佐藤さんが編集をした『市場の地域史』（山川出版社：地域の世界史 9）で
発表しましたが、この研究をしたのはダマスカスの文書局マルカズ・ワサーイク・ターリーヒーヤ（歴
史研究センター）です。あそこは、アズム家というシリアでは有力な家系の邸宅なんですよ。これ
も 18 世紀の中頃にシリアを支配した有力家系ですね。そういうこともあって、この問題はアラブ
にも随分当てはまります。そうするとやはり現代中東社会の中に、そういう時代の面影と言うか、
問題はどこかで考えられるんじゃないか。あるいはそういうところから解き起こす、それが必要で
はないかと思います。そこで思いついたのは、以前レバノン内戦のときにジュンブラードという左
派系の組織のリーダーが殺されたでしょう？ジュンブラードはクルド系の家系ですが、16 世紀に今
のトルコとシリアとの国境辺り（キリス）からレバノンの方に移って台頭していくんですけれども、
そのジュンブラード家のワクフ文書をひとつ持っているんですよ。この家系も 16 世紀までさかの
ぼる名家だと思うんですよね。そしてレバノンの内戦、あるいはパレスチナ問題とか、現代の中東
紛争の中で現れてくる。こういう人たちは、カラオスマンオウル家もそうですけれど、国家が近代
化すると同時に一線から退くんですね。もしかしたら意識的かも知れない。あるいは他のもっとめ
ざとい家系が出てきて、交代するなど、いろんなことが考えられますけれども。アーヤーンが近世
から近代にかけて勃興した時代というのは、現在の中東社会の政治状況、社会状況にどこかで生き
ているんじゃないかというのは、これは希望的観測ですけれども、そういうことも考えております。

明治大学時代

　もう時間がなくなりましたが、最後に明治大学時代です。1995 年に私は明治大学に移りました。
これで私の第一次史料に基づいた国際的な場で発表できる研究はほぼ終わりました。いま、日本の
私立大学は忙しくて、まともに勉強できない状況ですね。明治大学では、9月の 15・16 日に大学
院の入学試験をやるようになったんですね。そうすると、長期間海外に出張することができなくな
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りました。それで、トルコへ行って文書を収集することができなくなりました。明治大学では、人
文科学研究所のプログラムの一つに「総合研究」といって、3つ以上のディシプリンの人が集まっ
て一つのテーマを研究する制度があります。私も「植民地と歴史学」というプロジェクトの代表を
やりました。私と博物館学、それに朝鮮研究の人たちと 3年間やりました。その成果は『植民地主
義と歴史学――そのまなざしが残したもの』（刀水書房 2004 年）という本にまとめました。この本
の中で私は「トルコにおける「公定歴史学」の成立――「トルコ史テーゼ」分析の一視角」という
タイトルで書きました。その問題意識は、19 世紀の植民地時代に「進歩と文明」のヨーロッパと「停
滞と野蛮」のアジアという考え方がヨーロッパに普及する。ですからイスラムもトルコもそのモデ
ルになるわけですね。そこから例外視されているのが日本かも知れません。最初に述べた Political 

Modernizationじゃないですけれども、日本の明治維新は成功し、トルコは失敗した。ですから日
本人はヨーロッパ人のそうした「まなざし」に気がつかないんですよ。トルコの人がタンズィマー
ト改革でフランス語や英語の勉強をしますよね。で、留学します。あるいは外交官として赴任しま
す。そうしたらターク（Turk）という言葉が差別用語なんですね。彼らが近代化で語学を学んでさっ
そうと留学したら、自分たちトルコ人が差別用語になっているというのはやはりショックですよね。
そういうことに対する反発からトルコ民族の優越性を歌いあげた「トルコ史テーゼ」（「氷河期に水
と緑にあふれた理想郷である中央アジアの原住民であるトルコ人は世界の諸民族にさきがけて新石
器時代、すなわち文明化し、やがて氷河の後退とともに乾燥した中央アジアから東西南北に移住し、
世界の古代文明のほとんどすべての形成に大きな役割を果たした」）が出てきます。そういう 19 世
紀の植民地主義のまなざしが、つまりわれわれがいま信奉している近代的な学問というものが、い
かに人種主義的な側面を持っているかというのが私の考え方です。ヨーロッパの、要するに白人が
一番立派な人種で、その次に有色人種、アフリカの黒人はサルに近いみたいな、そういう考え方が
19 世紀のヨーロッパにあるんです。アリストテレスはアレキサンダー大王の家庭教師でしたよね。
彼が東征に出掛けるときの忠告に次のような言葉があったといわれていますね。「君はギリシアの
外に行って、ギリシア人を見たら友人のごとく、それ以外は動物のごとく扱え」と言った。このよ
うな人種差別的な意識がその後ずっとヨーロッパ人の心性を捉えている。実際、19 世紀末のヨー
ロッパ世界における「トルコ人バッシング」はすごいですからね。グラッドストーン、有名なイギ
リスの首相でしょう。優雅なジェントルマンの見本のような人でしょう。彼がイギリスの議会でこ
のようなことをいいました。
　「この世からトルコ人の悪を消し去る方法は次のようである。それはすなわちトルコ人を抹殺す
ることである」。1990 年代のボスニア紛争でよく言われた「民族浄化」ですよね。グラッドストー
ンは（彼のライバルでトルコびいきだったユダヤ系のディズレーリに反論するための）政治的なレ
トリックで言ったのだろうと思うけれども、やはりトルコ人がこれを読まされたら、たまらない。
そういうまなざしが、私は現在でも中東問題の核心にあると思っています。その一番の例で、私が「あ
あ、やはりそうか」と思ったのはブッシュ大統領のイラク空爆。あんなもの誰が見たって誤爆があ
るに違いませんよね。なのに「ない、ない」と言っている。ブッシュも絶対分かっていたに違いな
いけれど、なんでやるか。それはやはりアラブの1人や2人に当たっても構わないという気持があっ
たからだと思う。
　AA研にいたときは、できるだけ一次史料に基づいて研究するということをむしろ意識的にやっ
ていたんです。いずれAA研を退職をして、トルコに自由に行かれなくなったら日本でもできる
ような研究をやろうと最初から思っていましたから、AA研のときは非常に文書主義でした。
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　その後、「オスマン帝国末期イスタンブルの演劇空間――ポスター資料の分析を中心に――」（『駿
台史学』129 号）という論文を書きました。これはAA研時代にあつめた 1870 年代から 20 世紀
10 年代、つまりオスマン帝国末期のイスタンブルにおける演劇のポスターとプログラム 170 点を
分析したものです。つまり、ヨーロッパの世紀末ですね。あの頃のイスタンブルがヨーロッパの演
劇都市、パリとかロンドンとかウィーンとかプラハとか、そういう都市と同一のレベルで考えるこ
とができる。つまりヨーロッパとアジアを対峙させて考えるんじゃなくて、いっしょくたに考える
ようにすることが、ある意味でヨーロッパ崇拝の日本社会の中でヨーロッパを相対化する作業につ
ながるということを考えているわけです。それが必要です。
　最後に、『前近代トルコの地方名士：カラオスマンオウル家の研究』を刀水書房から定年退職し
た 2009 年 4 月末に出版しました。これは、1997 年にトルコ語で出版したあとで発見した文書に
よって増補したものです。定年退職後は財団法人東洋文庫の研究員という 40 年来の資格が生きて
いて、ここから科研をとっているので、短期間ですがトルコに行くことができます。「近代トルコ
の地方名士」というタイトルです。イスタンブルの「オスマン古文書局」に行って、最近はやりの
「資産台帳」研究のひとつですが、「1845 年のマニサ地方の人々の資産台帳」66 冊をたったの 1日
でDVDに入れてもらいました。お金を払おうと思ったらあまりに高いんで、あわてて町に出て換
金しましたけれども。それを考えれば、いまでは 1週間イスタンブルに行けば史料が集まってしま
う。その代わり面白くない、味気ないですね。本当は昔の文書局の研究がどんなに牧歌的で面白かっ
たかという話もしようと思っていたのですが、あまりにも学問的にならないんで省略します。1845
年というのは、ちょうどタンズィマート改革と 1838 年のトルコ‒イギリス通商条約の 2つ、つま
り外国貿易の拡大とタンズィマートの中央集権化で社会が動いているさなかのマニサ地方の人々の
様子がどうなのか、その中でカラオスマンオウル家はどうなっているのかという問題を考えました。
結論は、やはりカラオスマンオウル家にとって最後まで残ったのはチフトリキ、土地です。今でも
かれらはチフトリキを持っています。徴税請負は近代になるともう制度として続かない。ワクフも
1865 年ぐらいからかな、国家管理になります。やはり最後になってまだ残っているのは土地だし、
それでもってマニサという土地の名士として、いまだに存続しています。最近それを論文にまとめ
て東洋文庫の欧文の紀要に日本語で書いて翻訳してもらいました。いまはトルコの友人オゼル・エ
ルゲンチさんの「退官記念論文集」に掲載するべくトルコ語で執筆しています。これでそろそろカ
ラオスマンオウル家の研究も一段落するかなというところです。今日のお話も少し長くなりました
けれど終わりにさせていただきます。どうもありがあとうございました。

質疑応答

安田：京都大学のイスラーム地域研究センターの安田と申します。本日はありがとうございました。
わたしはシリアの方の研究をしていた関係で、アーヤーン層というものが、やはりここ最近何とな
く研究に出てくるようになって関心があったので、自分の興味、関心の方から先生にご質問をさせ
ていただくんですが、近代トルコにおいては、やはりアーヤーン層というのはもう過去のものとなっ
てしまったのか、それともまだ現代的には意義というものがあり続けるのかという点に関して、現
地のいろいろな交流などから何かありましたら、教えていただければと思います。

永田：良いご質問をありがとうございました。基本的には、いまではアーヤーンの問題はもう過去
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